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 baxxxf  23)(  )23(23)( 2 axxaxxxf   

0≧a のとき 

10 ≦≦x において 0)( ≧xf  であるから単調増加であり、 )(xf の最小値は bf )0(  0b  

 

0a のとき )(xf の増減は右の通り。 
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 のとき最小。 
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≦a のとき 10 ≦≦x において単調減少であり、 

1x のとき最小。 01)1(  baf  1 ab  

 

以上をまとめて、 
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図示すると右の通りで、境界線を含まない。 
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a における 3
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ab  の接線である。 
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